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本報告書は、「第四次葉山町総合計画基本構想町民ワーキンググループ」の活動の概要

をまとめたものです。 

「第１章」では、同ワーキンググループの設置の趣旨や、会議の経過を掲載しています。 

「第２章」では、同ワーキンググループがまとめた「葉山町の将来構想に関する意見書」

の内容を掲載しています。 

「参考資料」では、各会議の詳細な資料や、参加者の名簿等を掲載しています。 

 

総合計画ってなんだろう？ 

市町村における「まちづくりの最も基本となる計画」と

いえるもので、その地域における行財政運営の長期的な

指針となる、町政運営の基本となる計画のことです。 

『第四次葉山町総合計画基本構想
町民ワーキンググループ』とは？ 

これからの町の将来像を話し合っていただき、これか

らつくる総合計画の基本構想策定の参考にさせていた

だくための会議です。 

ここに来れば買える！ 

そんな町のオリジナル商品・名物が欲しい。 

お年寄りと子どもたちが 

ふれあいを持つ機会が 

あればいいな。 

 

お店の人と話し合って 

買い物ができると 

いいと思うんだけど。 

自然に囲まれた 

素晴らしい環境で 

子育てがしたい。 

わ！ 

外に出かけたくなるような 

景観・散歩がしたくなる遊歩

道があるといいな。 

自然エネルギー 

利用の多いまちづくり

をしてほしい。 

環境にやさしい 

まちづくりを 

してほしい。 

 

お年寄りやベビーカーが 

通れる歩道にしてほしいです。 
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第１章 はじめに 
 

第１節 町民ワーキンググループとは 
 

「第四次葉山町総合計画基本構想町民ワーキンググループ」（以下、「町

民ワーキンググループ」と略します）は、平成 27 年度を初年度とする「第

四次葉山町総合計画基本構想」の策定過程における町民参画の場として、葉

山町が設置した組織です。 

平成 25 年４月に、住民基本台帳より無作為で抽出した満 20 歳以上の町

内在住者 1,500人に参加依頼の文書を送付して参加者を募集し、日曜日の開

催にもかかわらず、50人の方にご参加いただきました。 

 

参加者の構成について 

 

「町民ワーキンググループ」の構成は、男性が 34 人、女性が

16 人で、年齢層は、50・60 代が多いものの、最年少が 20 歳、

最高齢が 78歳と幅広い層の参加がありました。また、居住年数も

10 年以下の人が４割を占め、居住年数が長い人も短い人も入り混

じった構成となりました。 

 

性別 人数 
 

年齢区分 人数 
 

居住年数 人数 

男性 34人 
 

20～29歳 ４人 
 

１～５年 13人 

女性 16人 
 

30～39歳 ７人 
 

６～10年 ７人 

   
40～49歳 ８人 

 
11～20年 12人 

   
50～59歳 12人 

 
21～40年 12人 

   
60～69歳 12人 

 
41年以上 ６人 

   
70歳以上 ７人 
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第２節 会議の経過 
 

１ 第１回会議 
 

第１回会議は、平成 25 年５月 26 日に、福祉文化会館大会議室で開催し

ました。町長あいさつの後、これまで、地域福祉計画の策定をはじめ、葉山

町の施策に有識者の立場から助言をいただいてきた、県立保健福祉大学の臼

井正樹教授から、「これからの地方自治 ～地方自治の担い手は、地域住民

～ 」と題した講義を受けました。その後、町企画調整課長から、町の現状

や取り組みについて説明を行いました。 

最後に、第２回会議以降のグループワークに備え、まちづくり・暮らしづ

くり・ひとづくりの３グループへのグループ分けを行いました。グループ分

けは、会場内で挙手により希望をとる形で行いました。 

 

第１回会議 

 日時・場所 内容 

第１回 

５月 26日（日） 

13：00 ～ 15：00 

場所：福祉文化会館大会議室 

①講義 

「これからの地方自治  

～地方自治の担い手は、地域住民～ 」 

講師：県立保健福祉大学保健福祉学部 

   社会福祉学科長 臼井正樹 教授 

②町の現状や取り組みについて 

③グループ分け 

 

臼井教授の講義の様子 
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２ 第２回会議 
 

第２回会議は、６月９日に、教育総合センター研修室で開催しました。 

まちづくりグループは９時 30 分から、暮らしづくりグループは 13 時か

ら、ひとづくりグループは 16 時から開始し、それぞれ、グループ内で５～

６人単位の班を構成し、ＫＪ法で班ごとに①「葉山町の強み」、②「葉山町

の弱み」、③「強み」をさらに伸ばし、「弱み」を改善するための取り組み

を討議し、会の最後に各グループの代表者が発表しました。 

 

第２回会議 

 日時・場所 内容 

第２回 

６月９日（日） 

まちづくりｸﾞﾙｰﾌﾟ   ９：30～11：30 

暮らしづくりｸﾞﾙｰﾌﾟ 13：00～15：00 

ひとづくりｸﾞﾙｰﾌﾟ   16：00～18：00 

場所：教育総合センター研修室 

グループワーク（ＫＪ法ワークショップ） 

～ 「葉山町の強み」を伸ばし、 

「葉山町の弱み」を改善するためには？ ～ 

 

グループワークの様子 

ワークショップのプログラム 

                      「強み」「弱み」の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      班ごとに発表 

 

 
ＫＪ法とは・・・カード（付せんを使用）に意見を書

き、模造紙の上で分類・とりまとめを行う

グループワークの方法。ＫＪとは発案者の

川喜田二郎氏のイニシャルである。 

ワークショップとは・・・ワークは「作業」を、ショ

ップは「場」を意味し、参加者が主体的に

活動する会議や講座の形態である。 
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３ 第３回会議 
 

第３回会議は、６月 23日に、教育総合センター研修室で開催しました。 

まちづくりグループは９時 30 分から、暮らしづくりグループは 13 時か

ら、ひとづくりグループは 16 時から開始し、それぞれ、前半１時間は、第

２回会議の結果をもとに事務局で作成した「葉山町 将来構想 提言書」の素

案を検討し、後半１時間は、ＫＪ法で班ごとに「住民が行えること・行いた

いこと」を討議し、会の最後に代表者が発表しました。 

前半１時間の検討の中で、まちづくりグループ、暮らしづくりグループで

は、後日行う予定の「町長への報告会」の出席者（グループの代表者）を互

選により選出するとともに、後半１時間で実施したグループワークの結果の

「葉山町 将来構想 提言書」への反映について、グループの代表者に一任す

ることで了承されました。 

一方、ひとづくりグループでは、前半１時間の検討の中で、「葉山町 将来

構想 提言書」の素案について、「提言」という言葉の使い方、素案のまとめ

方などで意見が分かれたため、予備日として予定していた６月 30 日に第４

回会議を開催することとしました。 

 

第３回会議 

 日時・場所 内容 

第３回 

６月 23日（日） 

まちづくりｸﾞﾙｰﾌﾟ   ９：30～11：30 

暮らしづくりｸﾞﾙｰﾌﾟ 13：00～15：00 

ひとづくりｸﾞﾙｰﾌﾟ   16：00～18：00 

場所：教育総合センター研修室 

グループワーク結果をもとに作成した 

「葉山町 将来構想 提言書（素案）」の検討 

グループワーク（ＫＪ法ワークショップ） 

～ 住民が行えること・行いたいこと～ 

 

提言書（素案）の検討の様子 
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４ 第４回会議 
 

６月 30 日に、ひとづくりグループのみ、「葉山町 将来構想 意見書」の

案をもとに、第４回会議を開催しました。 

「葉山町 将来構想 意見書」の案は、第３回会議で使用した「葉山町 将来

構想 提言書」の素案に対して、表紙や本文中に出てくる「提言」の言葉を「意

見」に換えるとともに、ひとづくりグループの該当部分のとりまとめ方を「人

材」をキーワードに大幅に改定を加えたものです。 

事務局から、第３回会議におけるひとづくりグループでの意見をふまえて

改定案を作成し、まちづくりグループ、暮らしづくりグループの代表者とも

調整を行い、その了承が得られていることを説明した上で、参加者一同で、

改定案を検討し、これを町長への報告書とすることを会議で了承しました。 

また、後日行う予定の「町長への報告会」の出席者（グループの代表者）

を互選により選出しました。 

 

第４回会議 

 日時・場所 内容 

予備日 

（第４回） 

６月 30日（日） 

ひとづくりｸﾞﾙｰﾌﾟ  10：00～12:00 

場所：教育総合センター研修室 

「葉山町 将来構想 意見書（案）」の検討 

 

 

５ 町長への報告会 

 

７月７日に、６人の代表者が町長を訪問し、「葉山町 将来構想 意見書」

を手渡すとともに、「町民ワーキンググループ」の活動を報告し、町長と意

見交換を行いました。 

町長への報告会 

 日時・場所 内容 

報告会 

７月７日（日） 

町長への報告会  ９：00～10:30 

場所：町長室 

代表者６人による町長への報告と意見交換 

    


